
様
式
第
７
号
注
４
の
表
中

第
１
項
第
1
1号
の
2
1に
掲
げ
る
無
線
設
備

第
１
項
第
1
1号
の
2
1の
２
に
掲
げ
る
無
線
設
備

に
改
め
る
。

Ｊ
Ｕ

Ｉ
Ｓ

」に
、

「
Ｌ
Ｕ
」

を「
Ｊ
Ｓ
」

に
、

「
Ｍ
Ｕ
」

を「
Ｋ
Ｓ
」

を 「

第
２
条

第
２
条

「

第
２
条
第
１
項
第
1
1号
の
2
1に
掲
げ
る
無
線
設
備

Ｊ
Ｕ

」

平成™�年 月™�日 金曜日 (号外第™˜™号)官 報

第
一
章

総
則

（
用
語
の
定
義
）

第
一
条

こ
の
省
令
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
定
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

る
。

一

「
幹
細
胞
」
と
は
、
自
己
複
製
能
（
自
己
と
同
一
の
能
力
を
有
す
る
細
胞
を
複
製
す
る
能
力
を
い
う
。）及
び
多

分
化
能
（
異
な
る
系
列
の
細
胞
に
分
化
す
る
能
力
を
い
う
。）を
有
す
る
細
胞
を
い
う
。

二

「
人
工
多
能
性
幹
細
胞
」
と
は
、
人
工
的
に
多
能
性
（
内
胚は

い

葉
、
中
胚は
い

葉
及
び
外
胚は
い

葉
の
細
胞
に
分
化
す
る
性

質
を
い
う
。）を
誘
導
さ
れ
た
幹
細
胞
を
い
う
。

三

「
人
工
多
能
性
幹
細
胞
様
細
胞
」
と
は
、
前
号
以
外
の
細
胞
で
あ
っ
て
人
工
多
能
性
幹
細
胞
と
類
似
の
性
質
を

有
す
る
細
胞
を
い
う
。

四

「
相
同
利
用
」
と
は
、
採
取
し
た
細
胞
が
再
生
医
療
等（
再
生
医
療
等
の
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律（
平

成
二
十
五
年
法
律
第
八
十
五
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
再
生
医
療
等
を
い
う
。
以

下
同
じ
。）を
受
け
る
者
の
再
生
医
療
等
の
対
象
と
な
る
部
位
の
細
胞
と
同
様
の
機
能
を
持
つ
細
胞
の
投
与
方
法
を

い
う
。

五

「
細
胞
提
供
者
」
と
は
、
再
生
医
療
等
に
用
い
る
細
胞
（
再
生
医
療
等
製
品
（
医
薬
品
、医
療
機
器
等
の
品
質
、

有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
。
以
下
「
医
薬
品
医
療
機

器
等
法
」
と
い
う
。）第
二
十
三
条
の
二
十
五
又
は
第
二
十
三
条
の
三
十
七
の
承
認
を
受
け
た
再
生
医
療
等
製
品
を

い
う
。
以
下
同
じ
。）の
構
成
細
胞
を
除
く
。
以
下
同
じ
。）が
人
の
受
精
胚は
い

で
あ
る
場
合
に
は
当
該
受
精
胚は
い

を
作
製

す
る
人
の
精
子
（
再
生
医
療
等
の
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
二
十
六
年
政
令
第
二
百
七
十

八
号
。
以
下
「
施
行
令
」
と
い
う
。）第
一
条
第
三
号
に
規
定
す
る
人
の
精
子
を
い
う
。）を
提
供
す
る
男
性
及
び
人

の
未
受
精
卵
（
施
行
令
第
一
条
第
三
号
に
規
定
す
る
未
受
精
卵
を
い
う
。）を
提
供
す
る
女
性
並
び
に
再
生
医
療
等

に
用
い
る
細
胞
が
人
の
受
精
胚は
い

以
外
の
人
の
細
胞
で
あ
る
場
合
に
は
当
該
細
胞
を
採
取
さ
れ
る
者
を
い
う
。

六

「
代
諾
者
」
と
は
、
細
胞
を
採
取
さ
れ
る
者
又
は
再
生
医
療
等
の
提
供
を
受
け
る
者
の
親
権
を
行
う
者
、
配
偶

者
、
後
見
人
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
じ
る
者
を
い
う
。

七

「
提
供
機
関
管
理
者
」
と
は
、
再
生
医
療
等
提
供
機
関
（
法
第
六
条
に
規
定
す
る
再
生
医
療
等
提
供
機
関
を
い

う
。
以
下
同
じ
。）の
管
理
者
を
い
う
。

八

「
施
設
管
理
者
」
と
は
、
法
第
四
十
三
条
に
規
定
す
る
者
を
い
う
。

九

「
資
材
」
と
は
、
特
定
細
胞
加
工
物（
法
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
特
定
細
胞
加
工
物
を
い
う
。以
下
同
じ
。）

の
容
器
、
被
包
及
び
表
示
物
を
い
う
。

十

「
作
業
所
」
と
は
、
製
造
作
業
を
行
う
場
所
を
い
う
。

十
一

「
ロ
ッ
ト
」
と
は
、
一
の
製
造
期
間
内
に
一
連
の
製
造
工
程
に
よ
り
均
質
性
を
有
す
る
よ
う
に
製
造
さ
れ
た

特
定
細
胞
加
工
物
及
び
原
料
（
以
下
「
特
定
細
胞
加
工
物
等
」
と
い
う
。）の
一
群
を
い
う
。

十
二

「
管
理
単
位
」
と
は
、
同
一
性
が
確
認
さ
れ
た
資
材
の
一
群
を
い
う
。

十
三

「
清
浄
度
管
理
区
域
」
と
は
、
作
業
所
の
う
ち
、
特
定
細
胞
加
工
物
等
（
無
菌
操
作
に
よ
り
取
り
扱
う
必
要

の
あ
る
も
の
を
除
く
。）の
調
製
作
業
を
行
う
場
所
及
び
滅
菌
さ
れ
る
前
の
容
器
等
が
作
業
所
内
の
空
気
に
触
れ
る

場
所
を
い
う
。

十
四

「
無
菌
操
作
等
区
域
」
と
は
、
作
業
所
の
う
ち
、
無
菌
操
作
に
よ
り
取
り
扱
う
必
要
が
あ
る
特
定
細
胞
加
工

物
等
の
調
製
作
業
を
行
う
場
所
、
滅
菌
さ
れ
た
容
器
等
が
作
業
所
内
の
空
気
に
触
れ
る
場
所
及
び
無
菌
試
験
等
の

無
菌
操
作
を
行
う
場
所
を
い
う
。

十
五

「
ド
ナ
ー
動
物
」
と
は
、
再
生
医
療
等
に
用
い
る
細
胞
を
提
供
す
る
動
物
を
い
う
。

十
六

「
照
査
」
と
は
、
設
定
さ
れ
た
目
標
を
達
成
す
る
上
で
の
妥
当
性
及
び
適
切
性
を
判
定
す
る
こ
と
を
い
う
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
の
規
定
及
び
第
三
条
中
無
線
局
免
許
手
続
規

則
別
表
第
二
号
第
２
の
表
注
25
中
Ĉ
を
D̂
と
し
、
e
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
改
正
規
定
は
、
平
成
二
十
六
年
十

月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
免
許
若
し
く
は
予
備
免
許
を
受
け
、
又
は
免
許
を
申
請
し
て
い
る
第
四
条
の
規

定
に
よ
る
改
正
前
の
設
備
規
則
（
次
条
に
お
い
て
「
旧
規
則
」
と
い
う
。）第
四
十
九
条
の
二
十
九
の
無
線
局
の
無
線

設
備
の
条
件
に
つ
い
て
は
、
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
設
備
規
則
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
受
け
て
い
る
旧
規
則
第
四
十
九
条
の
二
十
九
の
無
線
局
の
無
線
設
備
に
係
る
法

第
三
十
八
条
の
二
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
技
術
基
準
適
合
証
明
又
は
法
第
三
十
八
条
の
二
十
四
第
一
項
に
規
定
す

る
工
事
設
計
認
証
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
後
に
お
い
て
も
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

（
電
波
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
四
条

電
波
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
六
年
総
務
省
令
第
七
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
の
う
ち
無
線
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
六
の
四
第
四
項
、
第
四
十
九
条
の
六
の
五
第
四
項
、
第
四
十
九
条

の
六
の
九
第
四
項
、
第
四
十
九
条
の
二
十
八
第
六
項
及
び
第
四
十
九
条
の
二
十
九
第
六
項
の
改
正
規
定
中
「
第
四
十

九
条
の
六
の
九
第
四
項
」
の
下
に
「
、
第
四
十
九
条
の
六
の
十
第
六
項
」
を
加
え
る
。

〇
厚
生
労
働
省
令
第
百
十
号

再
生
医
療
等
の
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
八
十
五
号
）
第
二
条
第
五
項
及
び
第
六

項
、
第
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
第
四
号
、
第
四
条
第
一
項
及
び
第
三
項
第
二
号
（
同
法
第
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
五
条
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
六
条
、
第
十
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
十
六
条
第
一

項
及
び
第
二
項
、
第
十
七
条
第
一
項
、
第
十
八
条
、
第
二
十
条
第
一
項
、
第
二
十
一
条
第
一
項
、
第
二
十
五
条
、
第
二

十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
三
項
第
三
号
並
び
に
第
四
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
法
第
二
十
七
条
第
三
項
及
び
第

二
十
八
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
二
十
七
条
第
一
項
た
だ
し
書
、
第
二
項
及
び
第
四
項
、
第

三
十
条
第
一
項
、
第
三
十
四
条
、
第
三
十
五
条
第
一
項
及
び
第
二
項
（
同
法
第
三
十
六
条
第
二
項
及
び
第
三
十
九
条
第

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
三
十
七
条
及
び
第
三
十
八
条
第
四
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
法
第
三
十

九
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
三
十
九
条
第
一
項
、
第
四
十
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
、
第
四
十

一
条
、
第
四
十
二
条
、
第
四
十
三
条
、
第
四
十
四
条
、
第
四
十
五
条
、
第
四
十
六
条
、
第
五
十
条
第
一
項
第
一
号
及
び

第
三
項
、
第
五
十
三
条
第
二
項
、
第
五
十
四
条
並
び
に
第
五
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
再
生
医
療
等
の
安
全

性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
六
年
九
月
二
十
六
日

厚
生
労
働
大
臣

塩
崎

恭
久

再
生
医
療
等
の
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

目
次第

一
章

総
則
（
第
一
条
e

第
三
条
）

第
二
章

再
生
医
療
等
の
提
供

第
一
節

再
生
医
療
等
提
供
基
準
（
第
四
条
e

第
二
十
六
条
）

第
二
節

再
生
医
療
等
提
供
計
画
（
第
二
十
七
条
e

第
三
十
一
条
）

第
三
節

再
生
医
療
等
の
適
正
な
提
供
に
関
す
る
措
置
（
第
三
十
二
条
e

第
四
十
一
条
）

第
三
章

認
定
再
生
医
療
等
委
員
会
（
第
四
十
二
条
e

第
七
十
一
条
）

第
四
章

特
定
細
胞
加
工
物
の
製
造
（
第
七
十
二
条
e

第
百
十
二
条
）

第
五
章

監
督
（
第
百
十
三
条
e

第
百
十
七
条
）

第
六
章

雑
則
（
第
百
十
八
条
e

第
百
二
十
四
条
）

附
則

Ÿ
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